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＜病棟連絡事項＞
・特記事項はありません。
＜患者様連絡事項＞
・阿部　文香様～木曜日の午後に本人がパイプを弄ったとのことで、西B　22号室の暖房

　　　　　　　　のパイプから水が流れ出て、カーペットが水浸しになっている状況があ

　　　　　　　　ります。庶務、朱夏スタッフに確認していただき、パイプの緩みを直し

ていますが、同行為がないよう見守りを行って下さい。本人の衣装ケー

スは一時的に同室患者様のチェスト周囲に置かせていただいています。

　　　　　　　　また、本人より肩痛の訴えがあり、ハップスターが処方となっています。

＜田名部Dr.患者様退院支援委員会会議録＞
・祐川　淳様～現在アルコール依存症治療プログラムⅡ期。自宅退院の予定だが、外出泊

訓練や今後の通院先、支援者の確認と家族勉強会、その他必要なサービス

調整を行っていく必要があります。
・藤井　孝蔵様～独語、誇大妄想、感情失禁等の症状はあるが、粗暴的言動や介入への拒

否はありません。感染創の処置継続にて左大腿部の皮膚状態も改善傾向

にあります。引き続き、身体管理も含めて支援を継続していきまましょ

う。
・杉澤　恵子様～易怒性や他者への干渉による不穏さが目立ち、薬剤調整を行っています。

気分変動による拒薬もあるため、確実に服用できるよう看護介入してい

きましょう。また夜間トイレ覚醒時の起立・歩行の際のふらつきが強い

ため、転倒に注意をして介入を行っていく必要があります。
・小澤　和子様～独語、放歌、他者の私物を弄って盗る行為がみられています。不穏時に

は頓服を活用し、所在と言動の観察、他者トラブルの発生に注意してみ

ていきましょう。
・宮澤　涼太様～本人よりプログラムへの参加希望あり、明日主治医へ確認することにしています。
　　　　　　　　本人より青山荘へは戻りたくないとの発言があります。退院先や今後の

必要なサービス調整をすすめていくこととしています。

・沢田　秋子様～独語、プログラム導入や入浴拒否があり病棟内で洗髪、身体の部分洗浄

をされる等集団での行動を拒む様子があります。拒薬はありませんが、

今後の方針や御家族、関係機関と共に退院先の選定を行っていく必要が

あります。

・成田　賀枝様～妄想言動、帰宅要求が強く、治療の必要性について理解出来ない状態が

続いています。再度御家族と面談調整を行い、退院先や今後の支援内容

について検討をしていく必要があります。
・石井　幸子様～妄想による帰宅要求、病識の欠如が著しい状況です。来月御家族・主治

医面談を実施し、退院先や今後の支援内容を検討していく予定としてい

ます。また以前怠薬により病状悪化に繋がった経緯があるため、疾病教

育や自己服薬管理、外出泊訓練、退院前訪問指導等の調整を行っていき

ましょう。
・織笠　健太郎様～被毒妄想等の症状は持続していますが、日課への支障はありません。
現状を母様へ情報提供し、外出訓練をすすめていますが本人との関わ

りに不安を抱えている状況があります。適宜スタッフ介入をしながら

社会復帰に向けた支援を行っていきましょう。セルフケア能力向上に

向けて自己服薬管理の実施も検討していきましょう。
・西舘　力哉様～服薬の拒否はありませんが各プログラムの導入は拒み、自身の決めた日

課を行われています。引き続き、症状の変動に注意して看ていきましょ

う。

・高橋　義明様～独語、表情の硬さや夜間の睡眠不安定さが目立っています。薬剤調整中

ですが、適宜頓服を活用しながら症状悪化がないよう見守り・介入を行

っていきましょう。

・泉川　ケイ子様～本人より「お父さんとは一緒に住めない」との発言があり、自宅への

退院が難しい状況にあります。精神症状にも不安定さがみられている

ため、薬物療法、生活療法により症状の安定を図っていくこととしま

す。また近日中に兄様との面談の場をつくり、今後の方針や支援内容

を検討していきましょう。
＜自己服薬管理ケース検討＞
・現在実施中の患者様はトラブルなく実施されています。
※各受け持ちNsは、取り組み状況をNCP評価に反映して下さい。また、新規で導入可能

　な患者様は各主治医へ確認し、支援を行っていきましょう。

